
２７・１・２５

（4）
２７・１・２５

バ
ー
制
度
と
自
治
体
ク
ラ
ウ
ド

に
つ
い
て

の
協
議
を
進
め
て
い
き
た
い
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉
マ
イ
ナ
ン

向
け
の
研
修
や
先
進
事
例
の
調

査
等
に
よ
り
内
容
の
拡
充
に
取

り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

議
員　
「
三
鷹
市
の
税
金
っ
て

高
い
の
で
す
か
」
等
の
複
数
部

局
に
関
わ
る
事
項
や
相
談
窓
口

へ
の
誘
導
が
必
要
な
事
項
へ
の

対
応
、
Ｆ
Ａ
Ｑ
自
体
の
周
知
等

の
課
題
へ
の
対
応
が
必
要
だ
。

総
務
部
長　
利
用
者
数
の
減
少

や
関
係
部
局
、
団
体
と
の
連
携

等
指
摘
の
点
を
踏
ま
え
た
内
容

の
変
更
も
勘
案
し
、
工
夫
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

る
。
都
と
調
整
を
図
り
つ
つ
、

対
応
を
進
め
て
い
き
た
い
。

議
員　
放
射
第
５
号
線
と
東
八

道
路
の
接
続
工
事
期
間
中
に
お

け
る
生
活
道
路
の
安
全
確
保
に

つ
い
て
所
見
を
伺
う
。

都
市
整
備
部
技
監　
状
況
把
握

に
努
め
、
関
係
機
関
と
連
携
し

て
安
全
確
保
に
取
り
組
む
。

議
員　
三
鷹
台
駅
周
辺
の
ま
ち

づ
く
り
は
、
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ

ィ
ー
の
モ
デ
ル
に
な
り
得
る
。

整
備
方
針
に
つ
い
て
伺
う
。

都
市
整
備
部
技
監　
ま
ち
づ
く

り
推
進
地
区
整
備
方
針
を
策
定

し
、
方
針
に
基
づ
き
地
区
計
画

等
を
定
め
て
推
進
し
た
い
。

議
員　
平
成
30
年
完
成
予
定
の

三
鷹
台
駅
前
通
り
の
市
道
第
135

号
線
は
急
な
坂
だ
。
自
転
車
事

故
防
止
の
た
め
に
も
自
転
車
専

用
信
号
機
の
設
置
な
ど
新
た
な

検
討
が
必
要
だ
。所
見
を
伺
う
。

都
市
整
備
部
技
監　
車
道
の
左

側
通
行
を
誘
導
す
る
路
面
表
示

の
設
置
を
検
討
し
て
い
る
。
信

号
機
の
設
置
は
、
必
要
性
を
検

討
し
た
上
で
、
交
通
管
理
者
と

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

議
員　
利
用
者
数
に
つ
い
て
、

推
移
と
課
題
を
伺
う
。

総
務
部
長　
導
入
し
た
平
成
22

年
度
の
利
用
は
年
間
約
７
万
件

で
あ
っ
た
が
、そ
の
後
減
少
し
、

平
成
25
年
度
は
年
間
２
万
８
千

件
で
あ
っ
た
。
目
標
値
よ
り
も

若
干
高
い
も
の
の
当
初
実
績
か

ら
約
60
％
減
と
な
っ
て
い
る
。

議
員　
Ｆ
Ａ
Ｑ
の
利
用
度
向
上

に
向
け
た
取
り
組
み
を
聞
く
。

総
務
部
長　
利
用
度
の
低
下
に

危
機
感
を
持
っ
て
お
り
、
職
員

議
員　

都
市
計
画
道
路
三
鷹

３
・
４
・
12
号
の
用
地
買
収
に

よ
り
、
空
き
地
が
発
生
し
て
い

る
。
見
通
し
の
悪
い
場
所
も
あ

り
、
防
犯
対
策
が
必
要
だ
。

市
長　
都
市
計
画
道
路
に
つ
い

て
も
、外
環
整
備
に
伴
う
安
全
・

安
心
の
ま
ち
づ
く
り
連
絡
協
議

会
で
話
し
合
い
、
安
全
安
心
の

対
策
を
都
に
要
請
し
た
い
。

議
員　
三
鷹
３
・
４
・
13
号
の

開
通
後
は
、
牟
礼
団
地
入
口
と

狐
久
保
の
交
差
点
の
渋
滞
が
予

測
さ
れ
る
。
対
応
を
伺
う
。

都
市
整
備
部
技
監　
渋
滞
対
策

は
重
要
な
問
題
と
認
識
し
て
い

〈
そ
の
他
の
質
問
〉
全
国
学
力

テ
ス
ト
に
つ
い
て

の
や
制
度
変
更
、
新
規
事
業
を

わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
と
い
っ

た
趣
旨
で
、
各
課
に
お
い
て
所

管
業
務
か
ら
選
定
し
て
い
る
。

議
員　
利
用
度
の
高
い
項
目
は

ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
。

総
務
部
長　
引
っ
越
し
の
多
い

時
期
に
は
粗
大
ご
み
に
関
す
る

項
目
の
利
用
度
が
高
い
な
ど
、

時
期
や
対
象
層
に
一
定
の
関
係

し
、
児
童
・
生
徒
が
主
体
的
に

考
え
る
学
習
を
行
っ
て
い
る
。

議
員　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
よ

く
あ
る
質
問
と
回
答（
Ｆ
Ａ
Ｑ
）

は
市
民
か
ら
の
広
聴
と
市
の
広

報
を
一
度
に
閲
覧
で
き
る
便
利

で
重
要
な
も
の
だ
。し
か
し
、内

容
の
設
定
が
固
定
的
で
複
数
部

署
に
関
わ
る
横
断
的
な
質
問
が

排
除
さ
れ
て
し
ま
う
傾
向
が
あ

る
。項
目
の
設
定
基
準
を
伺
う
。

市
長　
問
い
合
わ
せ
が
多
い
も

都
市
整
備
部
技
監　
ま
ち
づ
く

り
条
例
に
係
る
届
出
義
務
の
あ

る
大
規
模
な
駐
車
場
に
つ
い
て

は
設
置
を
指
導
し
て
い
る
が
、

条
例
に
該
当
し
な
い
面
積
の
駐

車
場
等
に
つ
い
て
は
、
把
握
す

る
の
が
困
難
で
あ
り
、
今
後
の

課
題
と
考
え
て
い
る
。

議
員　
大
雨
の
際
に
浸
水
状
況

等
を
市
民
に
写
真
や
動
画
で
投

稿
し
て
も
ら
う
仕
組
み
が
あ
れ

ば
、
市
と
し
て
も
大
変
有
効
な

資
料
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

市
長　

災
害
時
の
情
報
提
供

は
、
正
確
な
情
報
か
ど
う
か
の

確
認
が
不
可
欠
だ
。
消
防
団
Ｏ

Ｂ
等
、
災
害
に
対
し
て
知
識
の

あ
る
市
民
か
ら
情
報
提
供
し
て

も
ら
う
等
の
可
能
性
に
つ
い

て
、今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
分
断
に
つ

な
が
る
。
地
域
の
声
を
聴
き
、

都
や
警
察
と
連
携
す
べ
き
だ
。

都
市
整
備
部
長　
地
域
の
問
題

意
識
を
伝
え
、
都
と
警
察
と
の

協
議
を
見
守
る
。
地
域
住
民
の

利
便
性
と
安
全
性
を
第
一
に
、

で
き
る
限
り
の
工
夫
を
す
る
よ

う
都
と
の
交
渉
を
続
け
た
い
。

議
員　
自
転
車
駐
輪
場
の
土
地

は
、
事
業
予
定
地
や
借
用
地
も

あ
り
、安
定
確
保
が
難
し
い
。駐

輪
場
整
備
の
あ
り
方
を
聞
く
。

市
長　
新
た
な
手
法
を
検
討
し

効
率
的
な
運
営
を
図
り
た
い
。

議
員　
駐
輪
場
利
用
料
金
は
、

文
化
施
設
と
比
べ
市
民
負
担
の

割
合
が
大
き
く
、
公
平
性
の
観

点
で
疑
問
だ
。
所
見
を
聞
く
。

第
一
副
市
長　
バ
ス
の
定
期
利

用
者
と
の
関
係
や
文
化
施
設
を

含
め
た
様
々
な
料
金
と
の
負
担

割
合
な
ど
、
全
体
の
中
で
バ
ラ

ン
ス
よ
く
考
え
て
い
き
た
い
。

向
上
に
向
け
て
子
ど
も
た
ち
の

意
識
を
高
め
る
た
め
に
自
転
車

教
育
を
推
進
す
べ
き
だ
。
具
体

的
な
指
導
内
容
を
伺
う
。

教
育
長　
全
学
年
で
自
転
車
の

正
し
い
乗
り
方
や
整
備
の
仕
方

な
ど
様
々
な
交
通
安
全
指
導
を

年
に
５
、
６
回
行
っ
て
い
る
。

議
員　
三
鷹
市
自
転
車
の
安
全

利
用
に
関
す
る
条
例
の
目
的
を

具
現
化
さ
せ
る
た
め
、
数
値
目

標
を
立
て
た
計
画
を
定
め
て
推

進
す
べ
き
だ
。
所
見
を
伺
う
。

都
市
整
備
部
長　
担
当
者
は
単

年
度
ご
と
の
計
画
を
持
っ
て
い

る
が
、
今
ま
で
以
上
に
計
画
的

で
事
後
評
価
を
伴
う
取
り
組
み

と
し
て
工
夫
を
重
ね
た
い
。

５
万
７
千
900
基
の
雨
水
浸
透
ま

す
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
今
後

も
三
鷹
市
雨
水
浸
透
施
設
設
置

基
準
に
基
づ
き
、
協
力
を
要
請

ず
教
育
活
動
の
様
々
な
場
面
で

の
使
用
と
と
も
に
道
徳
授
業
地

区
公
開
講
座
で
の
活
用
等
、
地

域
住
民
へ
の
理
解
促
進
に
つ
な

が
る
よ
う
指
導
し
て
い
る
。

議
員　
市
と
し
て
も
教
科
化
に

向
け
て
利
点
や
問
題
点
を
整
理

し
議
論
し
て
い
く
べ
き
時
期
に

あ
る
と
考
え
る
。所
見
を
伺
う
。

教
育
長　
狙
い
が
明
確
に
な
る

こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
充

実
し
た
指
導
が
図
ら
れ
る
と
考

え
て
い
る
。
検
定
教
科
書
の
選

定
と
こ
れ
に
合
わ
せ
た
多
様
な

教
材
の
開
発
な
ど
が
課
題
だ
。

議
員　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
が
進
む
中
で

こ
そ
、
し
っ
か
り
と
し
た
道
徳

教
育
の
基
盤
に
立
っ
た
情
報
モ

ラ
ル
教
育
を
行
う
必
要
が
あ

る
。本
市
の
指
導
内
容
を
聞
く
。

教
育
部
長　

道
徳
教
育
の
中

で
、「
私
た
ち
の
道
徳
」を
活
用

し
て
い
き
た
い
。

議
員　
マ
ン
シ
ョ
ン
や
事
業
用

ビ
ル
等
大
規
模
な
施
設
で
の
設

置
状
況
と
敷
地
内
に
降
っ
た
雨

の
処
理
方
法
に
つ
い
て
聞
く
。

都
市
整
備
部
技
監　
ま
ち
づ
く

り
条
例
の
対
象
と
な
る
建
築
物

に
つ
い
て
は
、
１
時
間
当
た
り

50
ミ
リ
以
上
の
降
雨
に
対
応
す

る
雨
水
浸
透
ま
す
の
設
置
を
指

導
し
て
い
る
。ま
た
、50
ミ
リ
を

超
え
た
分
に
つ
い
て
は
公
共
下

水
に
接
続
し
処
理
し
て
い
る
。

議
員　
大
規
模
な
駐
車
場
の
舗

装
上
に
た
ま
っ
た
雨
水
の
道
路

へ
の
流
出
が
、
都
市
型
水
害
の

一
因
に
な
っ
て
い
る
と
考
え

る
。
浸
透
性
舗
装
を
行
う
こ
と

へ
の
協
力
要
請
、
義
務
づ
け
に

つ
い
て
所
見
を
聞
く
。

議
員　
本
市
の
東
部
地
区
は
、

大
型
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
設
や
日

本
無
線
㈱
撤
退
後
の
土
地
利
用

な
ど
で
人
口
や
通
過
交
通
の
増

加
が
予
想
さ
れ
る
。
道
路
整
備

を
積
極
的
に
推
進
す
べ
き
だ
。

市
長　
都
が
都
市
計
画
道
路
整

備
を
鋭
意
進
め
て
い
る
。
既
存

道
路
整
備
は
、
狭
あ
い
道
路
拡

幅
整
備
事
業
及
び
生
活
道
路
網

整
備
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
積

極
的
に
取
り
組
み
た
い
。

議
員　
連
雀
通
り
と
弘
済
園
通

り
が
交
わ
る
交
差
点
は
、
接
触

事
故
も
起
き
て
お
り
危
険
性
が

高
い
。
拡
幅
す
べ
き
だ
。

第
一
副
市
長　
同
じ
問
題
意
識

を
持
っ
て
お
り
、
都
に
改
良
事

業
を
強
く
要
請
し
て
い
る
。

議
員　
人
見
街
道
と
連
雀
通
り

が
交
わ
る
丁
字
路
の
歩
道
は
狭

く
非
常
に
危
険
だ
。ま
た
、都
市

計
画
道
路
三
鷹
３
・
２
・
２
号
は

市
道
第
183
号
線
を
分
断
し
、
地

議
員　
自
転
車
は
、
手
軽
で
便

利
で
あ
る
反
面
、
事
故
や
歩
道

で
の
無
謀
な
運
転
な
ど
様
々
な

課
題
が
あ
り
、
総
合
的
な
対
策

が
必
要
だ
。
市
内
の
自
転
車
事

故
に
つ
い
て
所
見
を
伺
う
。

市
長　
交
通
事
故
の
半
数
近
く

を
占
め
て
お
り
、
比
率
と
し
て

は
高
い
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。

議
員　
自
転
車
が
交
通
事
故
の

第
一
当
事
者
と
な
る
割
合
は
近

年
増
加
し
て
い
る
。
死
亡
事
故

を
起
こ
し
た
自
転
車
の
運
転
者

に
対
し
て
高
額
賠
償
を
命
じ
る

判
決
も
あ
る
。
こ
の
問
題
に
つ

い
て
本
市
の
対
策
を
伺
う
。

市
長　
自
転
車
安
全
講
習
会
で

損
害
賠
償
の
事
例
を
挙
げ
、
加

害
者
は
重
大
な
責
任
を
負
う
こ

と
を
周
知
し
て
い
る
。
ま
た
、

受
講
者
に
Ｔ
Ｓ
マ
ー
ク
付
帯
保

険
助
成
券
を
配
布
し
て
い
る
。

議
員　
Ｔ
Ｓ
マ
ー
ク
付
帯
保
険

の
期
限
切
れ
へ
の
対
策
が
必
要

だ
。
講
習
会
の
場
で
点
検
や
保

険
加
入
の
手
続
き
が
で
き
る
取

り
組
み
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

都
市
整
備
部
長　
何
が
で
き
る

か
考
え
て
み
た
い
。

議
員　
自
転
車
運
転
の
マ
ナ
ー

議
員　
市
内
に
お
け
る
雨
水
浸

透
ま
す
の
設
置
状
況
と
今
後
の

展
望
に
つ
い
て
聞
く
。

市
長　
平
成
25
年
度
ま
で
に
約

議
員　
中
教
審
の
道
徳
に
係
る

教
育
課
程
の
改
善
等
に
つ
い
て

の
答
申
は
、
道
徳
の
教
科
化
や

「
私
た
ち
の
道
徳
」
に
お
い
て

こ
れ
ま
で
十
分
に
教
え
ら
れ
て

こ
な
か
っ
た
先
人
、
偉
人
た
ち

の
生
き
方
が
多
く
取
り
上
げ
ら

れ
、
極
め
て
画
期
的
な
内
容

だ
。
道
徳
教
育
の
現
代
的
意
義

に
つ
い
て
考
え
方
を
伺
う
。

教
育
長　
自
国
の
伝
統
・
文
化

へ
の
深
い
理
解
や
多
様
な
価
値

観
の
存
在
を
認
識
し
、
よ
り
よ

い
方
向
を
目
指
す
資
質
、
能
力

を
身
に
つ
け
る
こ
と
等
の
意
義

が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

議
員　

「
私
た
ち
の
道
徳
」

は
、
家
庭
や
地
域
で
の
活
用
や

児
童
・
生
徒
の
自
主
的
な
活
用

を
狙
い
と
し
て
全
校
で
配
付
さ

れ
て
い
る
。活
用
方
法
を
伺
う
。

教
育
部
長　
授
業
時
間
に
限
ら

〈
そ
の
他
の
質
問
〉
消
費
税
に

つ
い
て

じ
め
と
す
る
様
々
な
協
働
の
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

自
由
民
主
ク
ラ
ブ
　
加
藤
　
浩
司
　
議
員

自
転
車
運
転
の
マ
ナ
ー
向
上
と

�
安
全
対
策
の
取
り
組
み
の
強
化
を

自
由
民
主
ク
ラ
ブ
　
渥
美
　
典
尚
　
議
員

頻
発
す
る
都
市
型
水
害
に

�

対
応
策
の
拡
充
を

　
自
由
民
主
ク
ラ
ブ
　
吉
野
　
和
之
　
議
員

よ
り
よ
い
道
徳
教
育
に
向
け
て

�
「
私
た
ち
の
道
徳
」の
有
効
活
用
を

　
公
明
党
　
緒
方
　
一
郎
　
議
員

よ
り
市
民
に
身
近
な
目
線
で

�

Ｆ
Ａ
Ｑ
項
目
の
設
定
と
補
強
を

自
由
民
主
ク
ラ
ブ
　
石
井
　
良
司
　
議
員

人
口・交
通
量
増
が
予
想
さ
れ
る

�

東
部
地
区
の
交
通
環
境
整
備
を

　
公
明
党
　
寺
井
　
均
　
議
員

大
規
模
開
発
事
業
等
は

�

市
民
の
安
全
安
心
を
確
保
せ
よ

自転車安全講習会（三鷹産業プラザ）

狐久保交差点


